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NEDO：「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業／3次元空間情報基盤に関する研究開発／空間IDを活用した3次元空間情報基盤の開発」に係る
実施予定先の決定について，（別紙1）実施予定先一覧，2022.8., <https://www.nedo.go.jp/content/100950660.pdf>

特別講座実施の背景と目的

NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）が実施する「産業DXの
ためのデジタルインフラ整備事業／3次元空間情報基盤に関する研究開発」の成果を広く
周知するとともに、活用人材となるデータサインティストの育成を目的に実施



デジタルツインの基礎知識やトレンドを理解

実ソフトウェアを用いたデジタルツインの利用や構築

産官学のメンバが連携し、アイデアソンを通じてデジタルツインの利用場面を開発
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特別講座の概要

実務上のプロセスを連想しながら、デジタルツイ
ンの構築と更新のために必要な仕組みを想起

何ができて何ができないか、どんなデータが必要
かを知識と経験に基づき判断

官の従来の業務プロセスと親和性の高いデジタ
ルツインの導          
入方法を提案

コストをかけるべき箇所と、段階的にプロセスを
踏む必要がある箇所の見極め              官 民

特別講座の構成

講座を通じ……

官と民の知識・経験のギャップを克服し、デジタルツイン利用の共通認識を醸成

①

②

③
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実施体制



5
経済産業省：Ouranos Ecosystem,2025.1., 
<https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/ouranos.html>

空間IDを活用した3次元空間情報基盤の概要（１/２）

Ouranos Ecosystem（ウラノス・エコシステム）

・

経済産業省、国土交通省、国土地理院、国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）、情報処理推進機構（IPA）がウラノス・エコシステムの一環として、４次元時空間情報基盤のための
空間IDガイドラインを整備
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経済産業省，国土交通省，国土地理院，NEDO，IPA：4 次元時空間情報利活用のための空間 ID ガイドライン（1.0beta版）, 2025.3.，
<https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/Individual-link/nl10bi000000377d-att/4dspatio-temporal-id-guideline-v1beta.pdf>

空間IDを用いたドローン航路設定

（グリッドスカイウェイHPより抜粋）
<https://www.gridskyway.com/>

空間IDを活用した3次元空間情報基盤の概要（２/２）

空間IDを活用し、3次元空間を共通の識別子で表現するとともに、時間情報と合わせて管理することで、
様々なユースケースに対応

4次元時空間情報基盤

空間IDをボクセルで表現し、かつ粒度を選択可能とすることで、ユースケースに応じて情報量を制御し、
処理負荷を最適化
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そのためには

デジタルツインに関する知識と経験を身に着けた活用人材の育成が必須

受発注者が共通の知識・経験を有し、コミュニケーションする土壌の構築

特別講座の目標

生産人口の減少が予測される中、効率的かつ効果的なインフラ管理を実現し
つつ、新産業を創出するためのインフラとしてデジタルツインを整備
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東京都：デジタルツインの社会実装に向けたロードマップ第3版，2024.3., 
<https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/docs/roadmap/roadmap_docs.pdf>

デジタルツイン、空間IDや点群データに関する基礎知識の獲得

元事業で構築したシステムを用いた知識の実践

デジタルツインに関する知識と経験を身に着けた活用人材の育成

全12回の講座を通じ、デジタルツインの国内外の動向やユースケース、関連規格や基盤となる点群デー
タ等に関する知識を獲得

元事業である 「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業／3次元空間情報基盤に関する研究開発」 で
構築されたシステムを用いた実践を通じ、知識を経験で肉付け

Virtual SHIZUOKA＜https://virtualshizuokaproject.my.canva.site/＞の公開点群データを活用して作成
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受発注者が共通の知識・経験を有し、コミュニケーションする土壌の構築

前期後期で4回ずつ、計8回の機材とシステムを用いた対面講座を通じ、講座受講者同士で知識と経験の
均質化を図り、円滑なコミュニケーションを行える環境を醸成

受発注者を織り交ぜたグループによるアイデアソンを通じ、各者のニーズとシーズを共有する場を提供し、
実業務での活用を想定したデジタルツインの利活用アイデアの創出を支援

実業務に導入する際の障壁を具体化し、それを乗り越える方策を受講者間で共有

4/21時点 全体=413 官：67名 文教：17名 民：314名 その他：15名
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現地調査

写真撮影

点群計測

アプリ経由で
3次元時空間情報基盤に登録

空間IDを基にモデルと紐付けhttps://ken-it.world/it/2022/03/block-wall-check-by-mms.html
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実際に現地調査からアプリ

を用いた3次元時空間情報

基盤への情報登録、編集を

体験

空間IDを用いたデジタルツインの操作体験



• 対象地域の設定

• 対象地域が抱える課題

• 課題の解決に関する仮設の構築

• 必要となるデータの分析

• 効率的にデータを収集したり、シミュレーションを実施するために必要なデジタルツインの要件を整理

• 継続的にデジタルツインを更新していくために必要な要素を分析し、方法論を検討
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受発注者間の知識と経験のギャップを補完し、
実業務と絡めたユースケースの提案やデジタルツインの要改善点を抽出

参加者間や講演者-参加者間の共同研究実施体制構築のための場を提供

共通の基礎知識と体験を有したメンバでのアイデアソンを実施

産官学のメンバーが混成するグループを構築し、グループごとに下記の内容を検討

アイデアソンの実施



主題 開催形式 実施日

第１回 デジタルツイン環境の動向 オンデマンド配信 配信中

第２回 公共測量と点群データ計測 オンデマンド配信 5/19

第３回 デジタルツインの空間表現方法 オンデマンド配信 6/23

第４回 デジタルツインを構成する3次元空間情報基盤 オンデマンド配信 7/21

第５，６回 3次元空間情報基盤のインフラメンテナンスへの活用
対面講座 ※
（アイデアソン）

大阪（8/21，8/22）
東京（8/28，8/29）

第７回 デジタルツイン環境と空間ID オンデマンド配信 9/11

第８回 点群データの解析結果を用いた3次元空間情報基盤の更新(1) オンデマンド配信 10/20

第９回 点群データの解析結果を用いた3次元空間情報基盤の更新(2) オンデマンド配信 11/24

第10回 3次元空間情報基盤の外部連携方法 オンデマンド配信 12/22

第11，12
回

3次元空間情報基盤の実践活用
対面講座 ※
（アイデアソン）

大阪（2/9，2/10）
東京（2/12，2/13）

第13回 3次元空間情報基盤の実践活用～プログラミング開発実習～ 対面講座 調整中

12※対面講座は、参加者数調整のため前期後期で4回ずつ開催しますが、内容は共通のものとなります。

講座計画

第1～6回の前期と第7～12回の2部構成（第13回は、希望者が対象の追加講座）
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受講方法

特別講座のHP（https://spatialid-dtw.jp/）よりユーザ登録
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オンデマンド配信によるビデオ講座

特別講座のHP（https://spatialid-dtw.jp/ ）より、登録者限定で講座資料と動画を配信



15

仕様や解説を「読む」のではなく「見て」学ぶ！

「見る」だけでなく、体験を通じて知識を「身に付ける」！

オンデマンド配信による動画講座の受講

機材を用いた体験講座への参加

「身に付ける」だけでなく、協業を通じ知識を「共有・活用する」！

共通の知識と経験を有したグループでのアイデアソンへの参加

今からでも受講可能です。皆様の参加をお待ちしています！！
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